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伝統的 里山管理 根 こか 斜面を安定させ ！ 
 

 概要 
国立大学法人東海国立大学機構 古屋大学大学院環境学研究科 平野 恭弘 准教授

生命農学研究科 谷川 東子 准教授 研究グ ープ 兵庫県立農林水産技術総合セン

ー 森林林業技術セン ー 東京大学 京都大学 福知山公立大学 兵庫県立大学

共 研究 放置さ た里山 多く生育す ヒサカキ い 個体あた 幹数

い 斜面 土壌崩壊注 1 及ぼす影響を世界 初め 明 しました こ 結果 幹

を間引く伝統的 里山管理 意義を科学的 支持し 放置里山 具体的 管理手法

し 期待さ ます  
 本研究成果 2 月 16 日 CATENA 注 論文公開さ ました  

詳細 別添 参考資料  
注  土壌崩壊：滑 面 あ 岩盤上部 載 い 厚さ 0.5-2 m 表層土壌

滑 落ち 現象 こ  

注  CATENA：地形 発 や 観生態学 関す 独創的 フ ー ド調査等

を記述した原著論文を掲載す 学際的 土壌科学 国際専門誌 

 
 

 研究成果 ポイント 

(1) ヒサカキ 詳細 根系調査 写真 幹数 い 根系構造 異 こ を

明 しました  

(2) 複数幹 ヒサカキ 株近く 根 競争し成長 抑制さ ため 斜面 倒伏しやす

く土壌崩壊時 滑 面を形成しやすいこ 分 ました  

(3) 幹を間引く伝統的 里山管理 斜面を安定させ こ 期待さ ます 図  

 

 今後 取 組み 
 伝統的 里山管理 斜面を安定させ 成果を周知す ため 放置里山 土壌崩壊防

力を高め 管理手法 し 技術誌 フォーラム 情報発信 森林ボランテ

講座 実習等 及啓発を行い 現場へ 定着を図 ます  

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ヒサカキ 

写真 ヒサカキ根系を丁寧 掘 出した様子 (a) 単数幹 上面 (b) 単数幹 側面

撮影 

里山 多くみ  
ヒサカキ 根系を詳細調査 
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Effect of sprouting and corresponding root distribution of the shrub species Eurya 
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本研究 文部科学省研究費補助金 地上部植生 地中 ー を用い 広葉樹林 け

根 崩壊防 力を知 (20H03040) 地中 ー を用いた樹木根系 最大深さ 構造

非破壊推定手法 提案(20H03028) 助成を受け 実施しました  
 
 

問い合わせ先  
東海国立大学機構 古屋大学大学院環境学研究科 平野 恭弘 准教授 
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図 複数 幹をも ヒサカキを単数幹化す 伝統的管理 複数幹化 攪乱 対す

反応 あ 一方 伝統的管理 単数幹化 土壌崩壊 対す 抵抗力を

高め  
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※ 記者発表 兵庫県 び各大学 同日付 発表 定  

 

論文タイトル 木種 サカキ 萌芽 そ 伴う根 分 斜面安定 及 影響 

 

 研究の目的 

  萌芽注 能力 持 樹木 強風や豪雨 土壌崩壊 攪乱 受 た際 萌芽 複

数 幹 再生さ 地 部 量 短期間 回復さ いわ い 一方 個体あ

た 幹 数 い 根 広 や 根 発 表層 土壌崩壊防止力 関

情報 国際的 明 さ い た そ 国 放置さ た 山

サカキ い 単数 複数 幹個体 着目 根系分 や斜面安定 た

役割 明 目的 た  

 方法 

神戸 区 山 胸高直径注 異 単数幹 複数幹 サカキ各 3 個体 選

び 地 部伐採後 直径 1 mm 以 根 攪乱さ い う 地表面 少 根

露出さ 根 置 直径 計測 た 写真 1 左(a) 最終的 根系全体 掘

出 写真 1 右(b) 地 部 地 部 量 根株中心 同心 状 5 cm 間隔

根 置 直径 計測 た  

 成果 

(1) 複数 幹断面積合計量注 単数 幹断面積 同 地 部及び地 部 量

等 く 個体あた 幹数 問わ 幹断面積 合計量 大 い く

強い関 性 た 図 1 左(a) 一方 最大 根 広 水平 深さ共

個体 最大幹直径注４ 大 い 広く深く 強い関 性 た 図 1

右(b) 以 結 単数幹 水や養分 流 地 部 幹 地 部 根 連続

イプ あ 複数幹 う た イプ 集合体 あ 示唆さ た  

(2) 複数 幹 持 サカキ 後 再生 た幹成長 伴う新 い根 成長

根株中心近く 競 妨 た 地 部 対 地 部 量 単数幹 減

少 た 図 2 減少 サカキ地 部 地 部 ランス 崩 サカ

キ 倒 や く 意味 い さ 複数幹 根 土壌補強強度注

単数幹 比べ 土壌崩壊 根 動く距離 大 く 滑 面 形成

進 可能性 示 た う 複数 幹 サカキ 単数 幹 比

較 土壌崩壊 対 抵抗力 い わ た  

(3) 伝統的 山管理 わち個体 複数あ 幹 間引い 単数 幹 作業

残 た幹 直径 太 作業 長期的 斜面 安定効 発揮 土壌

崩壊 対 抵抗力 高 可能性 あ 図 2  

 

用語解説  

注  萌芽 

 樹木 伐採後 残さ た根株 新 く芽 出 通常 複数 萌芽 成長 幹  

注  胸高直径 

 胸 高さ 地 高 1.3 m 幹 直径  

注  幹断面積合計量 

 地 高 10 cm 幹 断面積 合計量  

注  最大幹直径 

 地 高 10 cm 幹 うち 最 太い幹 直径 単数幹 場合 そ 幹直径 最大幹

直径 示  

注  根によ 土壌補強強度 

 土壌中 根 分 土壌 断 抑制 土壌崩壊 防止 強さ  
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図 1 (a)ヒサカキ個体あた の幹断面積合計量と重量及び、(b)最大幹直径と根の

広が との関係 

写真 1 ヒサカキ根系を丁寧に掘 出した様子 (a) 単数幹 面 (b) 側面  

図 2 複数の幹をもつヒサカキを単数幹化す 伝統的管理 複数幹 攪乱 対

反応 あ 一方 伝統的管理 単数幹 土壌崩壊 対 抵

抗力 高  


